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＊同封したフィジー本島ビチレブの観光案内は、予備日の行動計画の参考、ご家族に対するフィジーの説明などに利用してください。

１．実習費用について
　以下の費目について、実費を徴収します。ご協力をお願いします。
金額：5000円
内訳：
　　　クロウズネスト滞在期間中の食材費　FJ$600　１人あたりFJ$20
　　　食器類・消耗品類　FJ$450　１人あたりFJ$15
　　　弁当・食事代　FJ$20×１回＋FJ$10×２回　１人あたりFJ$40
　　　クロウズネスト会議室使用料FJ$50×3日　1人あたりFJ$5
　　　合計　１人あたりFJ$80×66＝\5280　≒\5000
　事前学習会の際に徴収しますので、忘れずに5000円を持参してください。

＊今回の実習では、クロウズネスト滞在期間中は基本的に自炊で生活する計画です。
　キッチン(ガスコンロ)のある部屋とない部屋がありますので、部屋どうしでうまく炊事を分担・協力するようにしてください。冷蔵庫と電熱ポット、コップは各部屋にあります。

　食器類、まな板、包丁、スプーンなどは一括して購入します。

　自炊する場合の食材は基本的に一括購入します。費用は預かった実習費から出します。各班の食材係（後述）が必要な材料をリストアップし、実習地からの帰りに市場で手分けして購入し、バスまで運んで持ち帰ります。

　実習で疲れたときなどは、炊事をせずにホテルのレストランを使用して構いません。その場合の費用は各自の自己負担です。クロウズネストでは朝食がFJ$6.50～、夕食がFJ$12.50～です。近隣にもいくつかレストランがあり、２軒隣のカサブランカホテルのピザハウスでは、FJ$6.00～でピザが食べられるようです。

２．班分けと係分担について

　斑編成は、宿泊及び実習時でほぼ一致するように設定していますが、男女比の問題で少し異なる場合があります。宿泊割に関してはあらかじめ確認しておいてください。

　各班の3人で係分担をしてもらいます。8/25までに以下の役割の担当を決めて報告してください。

１）連絡担当

２）会計係

３）食材担当

また各班で1台ずつ持つ機器類の管理担当を決めてもらいます。

ａ）ビデオカメラ

ｂ）ハンディGPS

ｃ）無線機

３．宿泊希望調査について

　９月３日金曜日に、希望者は現地のタワタワンジ村に宿泊できます。希望者は添付の申し込み用紙に記入してください。なお、現地宿泊をする場合は日本から寝袋を持参するようにしてください。寝袋がない場合は萩谷に相談してください。乾季のこの時期は南半球の冬でもあり、海岸地方の宿と異なり、村では朝晩の冷え込みが強く、15℃以下に気温が下がることもありえます。

４．デジカメ関係の調査について

　デジカメを持参する人は、使用する記録メディアの種類と機種を添付の用紙に記入してください。これは、撮影したデータが一杯になったときに、教員・アシスタントが持参するPCで画像を一時保管し、記録メディアを空にして撮影が続行できるようにという配慮からです。画像はCD-ROMに焼くなどしてお渡しします。

５．予備日の行動予定について

　内陸での実習期間中の9月1日水曜、9月4日土曜を雨天による順延を見込んで予備日としていますが、基本的にはこの両日は自由行動とします。休息やデータの整理などのために宿で1日過ごしても構いませんが、周辺の観光地などを見学しても構いません。宿泊地のシンガトカ周辺には見学スポットがいくつかあります。同封したビチレブ島の観光案内なども参考にしてください。

　出かける場合には、行き先と帰着時間を教員に知らせるようにしてください。また、できれば斑単位で行動してください。

　引率者側で、いくつかプログラムを用意しますので、それに参加することも可能です。

Ａ）９月１日（水）Susan先生の海岸の生物・地質入門講座（時間未定。おそらく10:00-）

　　USPのSuzanne Pohler先生が、ご自身の専門でもある海洋地質学の初歩ということで、宿の前の海岸で、堆積構造や生痕化石を作る生物の生態観察を指導してくださいます。

Ｂ）９月４日（土）Cuvu村の伝統建築物見学＋Wingのホテル建設予定地見学（9:30出発、10名程度）

　　ウイングが以前から懇意にしている、Sigatokaを含む地域のHigh Chiefの村であるCuvu（ズブ）村を訪問し、伝統家屋建築の技法を保持している人々に説明つきでCuvu村の集会場を見学させてもらいます。その後、ウイングがホテル建設を計画し、毎週海岸清掃をしている予定地を見学し、開発計画やこれまでの経緯についてお話をうかがいます。

＊この他、見学の選択肢としては以下のような施設があります。（いずれも有料、FJ$6～20程度）

Kula Ecopark（動植物園）

Sigatoka大砂丘（Queens Road沿いにビジターセンターがある）

Tavuni Hill Fort（イギリス軍と闘った砦の跡。高台の住居遺跡でもある。）

Kalevuカルチャーセンター（伝統家屋や民俗の展示、実演）

また、ホテル側のアクティビティとして、乗馬体験やシュノーケル貸出しなどが有料であるようです。移動のための交通手段を確保する関係上、できるだけ8/25までに行動プランを決めておいてください。

　なお、マナ島からナンディに戻ってきた翌日の9月8日水曜も18時の夕食会まで自由行動です。引率者側では交通手段などは特に手配しませんので、各自で判断し行動してください。

６．レポートについて

　実習の参加条件として、html形式の文書あるいは映像として、テーマを決めてレポートを作成し提出することになっています。運営側で用意する植生・測量・地質の実習課題等とは別に、自分のテーマで調査・観察を行い、レポートを作成してください。現地に行く前にある程度レポートの方向性を絞って、事前調査をした上で、目的に沿った素材の収集を勧めます。

　学科によって対応が異なりますが、インターンシップ・学外実習、あるいは教養ゼミナールの単位としてこの実習は卒業単位に認定されます。成績評価の際にはレポートの提出が必須です。なお、来年度からは正式な科目として教務委員会に申請を予定しています。

